






















Victor Chauvin の書誌が、ついで Hiram Peri のものが周到である。いずれも半世紀以上を経
て古色蒼然としてきた。それを補う意味と、東アジアの関連文献は当初から視野に入れられ
なかったので、それをも付加したものを、筆者は個別テーマを扱う折々に呈示してきた。比
較的詳しいものは “Le lai de l'oiselet in Oriental Literature,” in V.N. Jha (ed.), Kalya-mitta 
(= Bibliotheca Indo-Buddhica 86) (Delhi: Sri Satguru Publications, 1991), 1-14. この夥しい伝
承の中でも簡便なものは Jacobus de Voragine の Legenda Aurea （以下 LA と略す）の中に収録
された “De sanctis Barlaam et Josaphat” である。
Analecta Indica











社, 1933), 18c-19d が必要にして不可欠な情報を与えてくれる。我が国では『絵因果経』として上段に絵、
下段に経典本文といった形式で親しまれてきた伝統がある。『繪因果經』(＝新修日本繪巻物全集 1) (東京：
角川, 1977) にはかなりの部分の写真が掲載されているが、上品蓮臺寺本の関係部分は Pl.4 (＝大正 
630a16-26), Pl.6 (＝大正 631b23-28) に見られる。なお四門遊観の他文献での出現箇所については、「四門




































































2. LA 所収 BJ 中の四門遊観
　BJ は冒頭に述べた通り（誤って）ダマスクスのヨハネに帰せられたギリシア語版及びそこ






Th. Graesse (ed.), LA: vulgo historia lombardia dicta. 1893; rpt. Osnabrück: Zeller, 










ということであった（ut nec mortem nec senectutem nec infirmitatem vel paupertatem nec 












































　『黄金伝説』第四巻　前田敬作＆山中知子・訳 (京都：人文書院, 1987), 374-399.
上で言及した箇所の訳文で気付いたことをメモしておこう。改版の折の参考になれば幸いで
ある。訳書の頁・行を挙げて訳文を引き、次にラテン語原文、最後に私案を並記する。
　375.17 都からはなれたところに壮麗な宮殿を：812.8 in civitate seorsum palatium 
speciosissimum：都の中に別のとても立派な宮殿を
　376.2 王子がいつも喜びと楽しいことばかりにとり巻かれて、将来のことなど考えさせな
いようにしていた：812.13 sed omnia jucunda ei proponerent, quatenus mens ejus laetitiis 
occupata nil de futuris cogitare posset：彼の心が喜びで一杯になり将来について考えなくな
る程までにあらゆる快適なことを彼に提供した
　376.3 若者たちのひとりが：812.14 quem vero ministrantium：奉公人達の誰かが
　378.3 怪訝におもい：813.24 videns et stupens：見て（体が）こわばり
　278.5 この者たちはどうしてこんな苦しみを受けているのか：813.25 qui sint et quidnam 
habeant：この人達は誰であり、一体何を持っているのか（＝蒙っているのか）
　378.6 病気：813.26 passiones：苦難








The Ten Principal Upanishads, Put into English by Shree Purohit Swami and W.B. 




















































































7.16.1  16 真理を語って討論に勝つ。
(7.17.1)   認識するときに真理を語る。
7.18.1  17    考えるときに認識する。
7.19.1  18     信じるときに考える。
7.20.1  19     完成させるときに信じる。
7.21.1  20     行うときに完成させる。
7.22.1  21     幸福を得るときに行う。
7.23.1  22     潤沢にあることが幸福である。
7.24.1-7.24.2 23
7.25.1  24
7.26.1  25 アートマンから一切世界が。
8.1.1-8.1.6 Book VIII, 1 プラジャーパティによるブラフマン（＝アートマン）。
8.2.1-8.2.7 2 ○○を欲すれば○○が現れる。



















(1.3.1-1.3.27)           神々の鬼神の征服。
1.3.28 only vs. Book I 死から不死へ。



























(4.4.1-4.4.2)            アートマンの弱化。
4.4.3-4.4.7
?  pp.154.27-155.12







＊）1.4.1   tmaivedam agra st puruavidhi / so 'nuvkya nnyad tmano 'pa
yat /
　アートマン だけ ここに 最初 あった 人の形 それは 見渡して ない 他 アートマンの 見た
so 'ham asmty agre vyharat / tato 'hanmbhavat /
それは 私が ある と 最初 言った そこから 私という名が 生じた
イェイツ=プローヒト：In the beginning all things were Self, in the shape of personality.  He looked round, 














tni ha v etni try akari satyam iti tad yat sat tad am	tam atha yat ti 
これらは 誠に      三    音節 サ・ティ・ヤ と  ところの サト それ 不死 ところの ティ 
tan martyam atha yad ya tenobhe yacchati yad anenobhe yacchati
それ 死すべき さて ところの ヤム それにより 二つを 繋ぐ それにより 二つを 繋ぐ
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tasmd yam aharahar v evavit svarga lokam eti.
それだから ヤム 日々  或は その様に知る　天　界へ　行く
英訳では語釈の下線を付した部分のみが訳されている。当時よく利用されていたヒュームの
英訳（Robert Ernest Hume, The Thirteen Principal Upanishads. 1877; 1st ed. in England, 1921; 2nd rev. ed. 
London: Oxford U.P., 1931; rpt. in India, Madras: OUP, 1949; 19687.）を参考までに引いておこう。
Verily, these are the three syllables: sat-ti-yam.  The sat (Being) -- that is the immortal.  The 
ti -- that is the mortal.  Now the yam -- with that one holds the two together.  Because with it 
one holds (√yam) the two together, therefore it is yam.  Day by day, verily, he who knows 
this goes to the heavenly world.
　　（yam-   yacchati ＜ y-s-a-ti）
イェイツがヒュームを読んでいたという確実な証拠はないが、読んでいたであろうと推測す
る学者はいる。“I think it probable that he would read Hume’s book.” (A. Davenport, “W.B. 
Yeats and the Upanishads,” The Review of English Studies, new. ser. vol.3 no.9 (Jan. 1952), 
p.55 n.2)
3. 意図的（?）な省略
E.g. B	hadrayaka Upaniad 1.1.1-1.3.27.   Chndogya Upaniad 1.1.1-5.24.5.
4. 新しい翻訳表現
4.1. 先行研究の問題点
　イェイツ=プローヒト訳の読解は容易ではない。例えば先行研究に Shalini Sikka, W.B. 
Yeats and the Upaniads (New York: Peter Lang, 2002) があるが、その32頁にはラーダーク
リシュナンの訳を引いてふたつの英訳を比較している。
And as a goldsmith, taking a piece of gold turns it into another, newer and more beautiful 
shape, even so does this self, after having thrown away this body and dispelled its 
ignorance, make unto himself another newer and more beautiful shape ...
(Radhakrishnan)
And as a goldsmith takes the gold from an old piece of jewelry and shapes it into a more 
modern piece, so the Self forgets the old body, takes hold of another body ...
(Yeats and Swami)
Here the phrase “Self forgets the old body” is closer to the original than Radhakrishnan’s 







aso mtrm updynyan navatara kalyatara 
85
例えば   織物師が  織物の  一部を  取り去って 他の より新しい より美しい
rpa tanute / evam evyam tmeda 
arra nihatya, avidy 
形を   織る   同様に   この アートマンは この 身体を 破壊し 無知へと　
gamayitvnyan navatara kalyatara rpa kurute 







	tam pibantau suk	tasya loke
天則を  飲み   よくなされた 世界において
　　guhm praviau parame parrdhe /
　　洞穴に   入った  最高の  あちらの半分に
chytapau brahmavido vadanti 
　影   光 ブラフマンを知る者 言う
　　pañcgnayo ye ca triciket //
　　　五火 ところの そして 三ナチケータスの
イェイツ=プローヒト：The individual self and the universal Self, living in the heart, like shade 
and light, though beyond enjoyment, enjoy the result of action.  All say this, all who know 
Spirit, whetehr householder or ascetic.
Hume: There are two that drink of righteousness in the world of good deeds;
Both are entered into the secret place [of the heart], and in the highest upper sphere.
Brahma-knowers speak of them as 'light' and 'shade,'

























































v に対して「am のあとに続く a- は脱落しない」とあるが、am が双数語
でなければ *amy a
v という形が想定されるのであって、a- の脱落はこの際関係ない。「 
は y にならない」とすべきである。
　p.34：puna＋atra→punar atra　という説明はまずい。直前に述べられた規則が作動する









本書の最大の欠陥がここに顕れている。p.39 k) で教えられるルールによれば a は有声音の









　p.55：tatra anna も同様である。p.29 a) のルールに従って tatrnna としなくてはなら
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ない。

























　p.136：誤植の類。6 utpdi-  ハイフン取る。9 mitra 格語尾なし？　12 acaku → 





　p.179：6番 piturbhakt は分書し、tan- のハイフンは取る。「父に愛情を抱いている、そ
れらの息子が〔存在する〕。しかし、扶養する父が〔存在する〕。人が信頼している友が〔存
在する〕。人の満足している妻が〔存在する〕。」という訳文は誤訳であるが、そもそもこう











　p.183：連声法の不適な表記。dta gaja → dto gaja.  sryasya ua prina rakati 
→ sryasyoa prino rakati.
　p.183：ea gacchmi〔今から、わたくしは行く〕　学習書でこうした例文が掲げられた
意図が全く不明である。so 'ham, sa tvam といった用法はあるにはあるが。
　p.195：語根 bh- の現在語幹が bhava- となるプロセスは説明がないと学習者には理解さ
れ得ない。語根母音がグナの階梯を取るので（p.27）bho- となり、それが語幹形成母音の前で
内連声の規則により（p.43）bhav-a- となる。独習書であればこの程度の説明は必要である。
　p.206：8番 yuvasu avicra mada ca → yuvasv avicro mada
 ca. 連声法が守られていない
こともさることながら、定動詞が主語の数と一致していない。p.207 に断りはあるものの、
学習書の例文には不適である。なおp.205 の単語欄の avirca は avicra と直さねばならない。
　p.212：7番の訳文「その破滅が間近に迫っている肉体は、幸運および不運の〔生じる〕場
所である。出会いと別離─すべて生じるものは無常である」は日本語として意味が了解で
きない。サンスクリット文の samagam は samgam と直し、sarvamutpdi は分書しな






























(10)～(13)＝過去ログ集 XI, 6-11 に記されているのでここでは省略し、替わりに練習問題に
現れたスバーシタにベートリンク2版の番号を添えておこう。（ただしベートリンクから採られて
いるわけではないので、本文の読みが異なることがある）
85.5（85頁5番）: 6870ab (ベートリンク6870番パーダab), 85.6: 6384ab, 86.10: 3600, 86.11: 600, 
86.12: 1149, 139.3: 4399, 140.4: 3065, 140.5: 1929, 176.14: 7004, 176.15: 1075, 179.2: 5409, 
179.3: 3492, 179.4: 3218, 179.5: 2642, 179.6: 2611, 211.5: 5805, 211.6: 1711, 211.7: 1664, 211.8: 
2857, 338.5: 1205, 338.6: 5201, 348.12: 3365, 361.3: 5848, 361.6:3572, 361.9: 1855, 361.11: 
2327, 376.12: 5071, 391.11: 3999, 391.12: 3473, 429.5: 5978, 429.8: 4805, 430.10: 5215.
